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第２章 ユニバーサルデザインのまちづくりがめざす将来像と基本方針 

１ ユニバーサルデザインのまちづくりがめざす将来像  

 

ユニバーサルデザインのまちづくりを推進するため、区の現状や課題をもとに、まちづ

くりのめざす将来像を以下のように設定しました。 

 

＜ユニバーサルデザインのまちづくりがめざす将来像＞ 

 

 

 

 

 

高齢者や障がい者など多様な人々（※７）への配慮がされた施設づくりを進めるとともに、

だれもが、立場が異なる人々への理解や共感を深め、いつでも「思いやりのこころ」を持

ち、「こころづかい」ができる区民があふれるまちをめざします。 

そうすることで、だれもが住んでいるまちを大切に思い、生まれ育ったまちに自信と誇

りを持ちながら、いきいきと暮らすことができる、そんな『だれもが自分らしく暮らせる

まち』が実現します。 

 

 

 

２ 施策の体系 

 

本計画で掲げた将来像を実現するため、「ひと」「くらし」「まち」「しくみ」の４つ

の視点から、基本方針として「４つの柱」を整理しました。 

この「４つの柱」を踏まえたうえで、区が実施する施策群に分類し、それぞれの施策群

に対応した施策を体系づけました。 

※７ 多様な人々 

人には、障がいの有無、年齢、性別、出身の国や地域などの様々な種類の性質があ

り、その様々な種類の性質をもつ人々のこと。 

ひとを育み まちを創る 

だれもが自分らしく暮らせるまち 足立 
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第２章 ユニバーサルデザインのまちづくりがめざす将来像と基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
普
及
啓
発 

② 
多
様
な
人
々
に
対
す
る
理
解
の
醸
成 

③ 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
業
務
に
活
か
せ
る
職
員
の
育
成 

① 

児
童
・
生
徒
へ
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
教
育
の
推
進 

② 

児
童
・
生
徒
へ
の
国
際
理
解
教
育
の
推
進 

③ 

学
習
環
境
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進 

① 

多
様
な
人
々
と
の
連
携
・
支
援 

 

① 

多
様
な
人
々
へ
の
移
動
支
援 

② 

多
様
な
人
々
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援 

① 

住
宅
の
改
良
支
援 

② 

住
宅
確
保
要
配
慮
者
へ
の
居
住
支
援 

① 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
製
品
の
周
知
啓
発 

② 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
製
品
の
開
発
支
援 

４８ ４９ ５２ ５９ ６１ ６２ ６４  ６８ ７２ ７４ ７５ ７６ ７８ 

４
つ
の
柱 

施 
 

策 
 

群 

施 
 

 
 

 
 

策 

だ
れ
も
が
多
様
性
を 

理
解
し
配
慮
す
る 

幼
少
期
か
ら 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の 

理
念
に
触
れ
る 

だ
れ
も
が
互
い
に 

つ
な
が
り
支
え
合
え
る 

だ
れ
も
が
安
心
し
て
生
活 

で
き
る
環
境
を
充
実
さ
せ
る 

だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い 

住
宅
を
確
保
す
る 

だ
れ
も
が
使
い
や
す
い 

製
品
を
普
及
さ
せ
る 

（１） （２） （３） （１） （２） （３） 

各事業の 

掲載ページ 

ユニバーサルデザインの       街づくりの目標像 

ひとを育み   まちを創る 

だれもが自分らしく   暮らせるまち 足立 

互いを理解し、 

こころづかいができるひとを育みます 

思いやりある 

『ひとづくり』 

１ 快適にすごせる 

『くらしづくり』 

多様なサービスを提供し、 

安心なくらしを実現します 

２ 
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① 

安
全
な
道
路
環
境
の
整
備 

② 

歩
行
者
空
間
の
確
保 

③ 

公
共
交
通
施
設
の
整
備
・
誘
導
・
支
援 

① 
公
共
建
築
物
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進 

② 

区
立
小
・
中
学
校
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進 

③ 

区
立
保
育
園
・
こ
ど
も
園
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進 

④ 

区
営
住
宅
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進 

① 

区
立
公
園
等
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進 

② 

公
共
自
転
車
駐
車
場
等
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進 

③ 

イ
ベ
ン
ト
会
場
等
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進 

① 

国
や
都
等
が
整
備
す
る
公
共
施
設
等
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
誘
導 

② 

民
間
建
築
物
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
誘
導 

 

① 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
計
画
の
適
切
な
進
捗
管
理 

② 

区
民
の
意
見
を
区
政
に
反
映
さ
せ
る
体
制
の
充
実 

① 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
情
報
に
関
す
る
基
準
の
運
用 

② 

わ
か
り
や
す
い
表
現
に
よ
る
印
刷
物
の
作
成 

③ 

だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
電
子
情
報
の
作
成 

① 

効
果
的
な
防
災
・
災
害
情
報
等
の
提
供 

７９ ８３ ８５ ８７ ９０ ９１ ９２ ９３ ９４ ９５ ９７ ９９ 
 

１０２ １０３ １０８ １１０ １１１ １１３ 

参
加
し
や
す
い
開
か
れ
た 

区
政
を
運
営
す
る 

利用しやすい空間を整備し、 

安全なまちづくりを進めます 

便利に生活できる 

『まちづくり』 

３ 

 だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い 

公
共
建
築
物
等
を
整
備
す
る 

 

だ
れ
も
が
円
滑
に
移
動
で
き
る 

環
境
を
整
備
す
る 

 

 だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い 

屋
外
施
設
等
を
整
備
す
る 

だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
施
設
等

の
整
備
を
誘
導
・
支
援
す
る 

災
害
か
ら
身
を
守
る 

情
報
を
提
供
す
る 

だ
れ
に
で
も
伝
わ
る 

情
報
を
作
成
・
発
信
す
る 

（１） （２） （３） （４） （１）  （２） （３） 

ユニバーサルデザインの   まちづくりがめざす将来像  

ひとを育み   まちを創る 

だれもが自分らしく   暮らせるまち 足立 

多様な情報発信のしくみをつくり、

心豊かな共生社会を支えます 

みんなに役立つ 

『しくみづくり』 

４ 
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第２章 ユニバーサルデザインのまちづくりがめざす将来像と基本方針 

３ 基本方針「４つの柱」 
 

「ひと」「くらし」「まち」「しくみ」の 4 つの視点から、基本方針「４つの柱」を以

下の通り定めました。この基本方針に基づき、ユニバーサルデザインのまちづくりを進め

ていきます。 

 

柱１ 思いやりある『ひとづくり』 

～互いを理解し、こころづかいができるひとを育みます～ 

 

より多くの人が、ユニバーサルデザインについて気づき、知り、そして、互いの個性や

立場を理解し合う。それが人々に「思いやりのこころ」を根付かせ、｢こころづかい｣がで

きる「ひと」を育みます。 

これは、「ユニバーサルデザインのまちづくり」の要であり、だれもがいきいきとした

生活を送り、互いを尊重するまちづくりを進めていくための基盤となります。「思いやり

あるひと」が増えることで、地域の中で人々が助け合い、支え合う環境が醸成され、ユニ

バーサルデザインのまちの実現につながります。 

さらに、身近なくらしやまち、しくみにもユニバーサルデザインの考え方が応用される

ことで、ユニバーサルデザインの認知度を高め、人々のくらしや身近な地域により良い効

果を及ぼしていきます。 

 

 

取り組みの方向性 

● ユニバーサルデザインの普及啓発 

● ユニバーサルデザインを理解し、実践するための職員の育成 

● ユニバーサルデザインに触れ、理解する子どもたちの育成 

● 多様な人同士の交流と連携 
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第２章 ユニバーサルデザインのまちづくりがめざす将来像と基本方針 

 

柱２ 快適にすごせる『くらしづくり』 

～多様なサービスを提供し、安心なくらしを実現します～ 

 

障がいのある人もない人も、子どもや高齢者も、だれもが安心して自立した日常生活を

送れるように、人々がまちを自由に移動できる手段の確保や円滑なコミュニケーション手

段の提供など、様々な角度から支援します。 

また、だれもが便利に使えるユニバーサルデザインを用いた製品が増えていくことも、

充実した暮らしには必要です。ユニバーサルデザイン製品をより普及させるために、区や

区民、事業者とが協働・協創して、利用者の意見を取り入れたユニバーサルデザインの製

品の開発を支援していきます。 

こうしたことにより、様々な人同士の交流が活発に行われ、地域やコミュニティでの支

え合いやつながりが強まり、安心な「くらし」が実現されます。 

 

 

取り組みの方向性 

● だれもが安心して生活できる環境の整備 

● 様々な人同士の情報交換や交流を促進させるための支援 

● だれもが安心して暮らせる住まいの確保 

● ユニバーサルデザイン製品の普及啓発や開発に向けた支援 
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第２章 ユニバーサルデザインのまちづくりがめざす将来像と基本方針 

 

柱３ 便利に生活できる『まちづくり』 

～利用しやすい空間を整備し、安全なまちづくりを進めます～ 

 

様々な人にとって役立つサービスや道具があっても、人々が実際に活動するためには、

利用しやすく安全で快適な空間や施設が欠かせません。 

そのためには、新設の道路や建物への対応だけでなく、現状を改善するバリアフリー化

に加え、イベント会場における動線や配置の工夫や、わかりやすい案内サインの設置を行

い、だれもが利用しやすい空間の整備を進めていきます。さらに、多くの人が利用する交

通機関や公共施設をはじめ、民間施設などの施設管理者に対し、ユニバーサルデザインに

対応した整備を誘導します。 

これらを進めることで、だれもが負担なく活動できる安全な「まち」を築きます。 

 

 

取り組みの方向性  

● だれもが円滑に移動できる施設整備やその適正な管理 

● 公共施設などのユニバーサルデザインの整備 

● 民間建築物に対するユニバーサルデザインの整備の誘導 
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第２章 ユニバーサルデザインのまちづくりがめざす将来像と基本方針 

 

柱４ みんなに役立つ『しくみづくり』 

～多様な情報発信のしくみをつくり、心豊かな共生社会を支えます～ 

 

人々が互いの立場を理解し、自由に社会参加できるよう、だれにもわかりやすいサービ

スや情報の提供が求められます。そのため、やさしく読みやすい広報紙や冊子、関心がも

てるようなポスターなどの作成に努めるとともに、高齢者や障がい者、外国出身の方々な

ど、受け手に合わせた情報の伝達手段（音、言葉、文字や絵など）の多様化を進めていき

ます。 

これまで情報を得られなかった人々も、多様な伝達手段を通じて情報を得ることにより、

区の様々な事業に参加でき、そこで感じた意見や要望を、電話やメールなどの媒体や区民

の声などの制度を利用して区に伝えます。そして、区は計画や事業に反映することが可能

になります。 

こうした区民に寄り添った「しくみ」を通して、区のそれぞれの事業が改善され、区が

めざす将来像に近づいていきます。 

 

 

取り組みの方向性 

● だれもが参加しやすいしくみの充実 

● わかりやすい情報の作成・効果的な情報発信 
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